
歩程約2時間45分

伊
豆
七
島
を

す須

下
田
港
の
東
に
ポ

コ
ッ
と
突
き
出
た
半

島
が
須
崎
半
島
で
あ
る
。
そ
の
南
端
の
漁

港
、
須
崎
か
ら
水
仙
の
咲
く
爪
木
崎
ま
で

２

●
８
』
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
須
崎

遊
歩
道
。
道
幅
１
～
１

・
５

ｍ
、
整
備
の

い
き
と
ど
い
た
コ
ー
ス
に
は
、
６
ヶ
所
の

休
憩
所
、
案
内
標
識
、
解
説
板
、
距
離
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
歩

け
る
。

コ
ー
ス
は
、
伊
豆
七
島
が

一
望
で
き
る

海
岸
線
を
歩
く
岩
場
コ
ー
ス
と
静
か
な
山

道

コ
ー
ス
、
さ
ら
に
細
間
の
段
ま
で
の
新

ル
ー
ト

・
海
岸

コ
ー
ス

（
一
部
完
成
、
Ｈ

８
年
３
月
に
全
線
開
通
予
定
）
が
あ
る
の

で
、
須
崎
を
基
点
に
し
て
岩
場
コ
ー
ス
あ

る
い
は
海
岸
コ
ー
ス
を
経
て
爪
木
崎

へ
行

き
、
山
道
コ
ー
ス
を
経
て
須
崎
へ
戻
る
コ
ー

ス
が
い
い
。

伊
豆
急
下
田
駅
か
ら
（伊
豆
下
田
バ
ス
）

須
崎
行
バ
ス
で
１２
分
、
終
点
須
崎
で
下
車

し
舗
装
さ
れ
た
道
を
左
方
向
に
進
む
。
５

分
ほ
ど
で
天
草
の
網
干
し
場
、
船
だ
ま
り

の
小
白
浜
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
左
に
民
家
の
間
を
入
る
の
が

岩
場
コ
ー
ス
で
、
港
を
さ
ら
に
行

っ
た
堤

防
の
所
が
海
岸
コ
ー
ス
．
海
岸
コ
ー
ス
は

岩
場
コ
ー
ス
の
南
側

（海
側
）
を
歩
く
の

歩

（
一
般

向

家

族

向

）

で一】費日櫛物コ展曜ゆ樹↑ば。小白．́／

か
ら
民
家
の
間
を
抜
け
急
坂
を
上
る
と
庚

申
堂
。

石
段
を
上
る
と
エ
ン
マ
様
の
お
堂
と
、

そ
の
上
の
石
室
に
３３
視
音
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
庚
申
堂
の
お
祭
り
は
旧
暦
の
お

盆
の
１６
日
で
、　
エ
ン
マ
様
が
悪
人
共
を
取

調
べ
る
ｎ
体
の
掛
軸
が
１
年
に
、
こ
の
日

だ
け
公
開
さ
れ
る
。

簡
易
舗
装
さ
れ
た
道
を
上

っ
て
い
く
と

左
手
に
キ
ヌ
サ
ヤ
の
畑
が
あ
り
、
桜
や
椿

の
ト
ン
ネ
ル
も
あ
る
。
道
が
下
り
に
な

っ
に
そ

て
海
岸
線

へ
出
て
コ
ー
ス
ほ
ぼ
中
間
の
細

間
の
段
の
展
望
台

へ
下
る
。
途
中
小
さ
な

石
仏
が
淋
し
げ
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

細
間
の
段
は
、
大
田
道
灌
が
江
戸
城
の

石
垣
を
築
く
た
め
に
石
材
を
切
り
出
し
た

場
所
。
風
や
波
に
浸
蝕
さ
れ
て
い
る
が
、

切
り
出
し
た
跡
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。

岸
壁
に
立
つ
と
、
利
島
、
新
島
な
ど
の
伊

豆
七
島
が
洋
上
に
浮
び
、
沖
に
は
大
型
船

が
し
き
り
に
行
き
交
う
の
が
望
め
る
。

分
岐
ま
で
戻
り
海
岸
線
を
行
く
。
少
し

先
の
入
江
か
ら
、
従
来
は
岩
礁
地
帯
を
行

く
コ
ー
ス
で
あ

っ
た
が
、
足
場
が
悪
い
た

め
左

へ
迂
回
路
が
あ
る
。
工
熱
帯
植
物
な

ど
が
繁
る
う
っ
そ
う
と
し
た
林
の
中
を
行

く
。
枝
道
も
あ
る
が
案
内
標
が
し
っ
か
り

一
菫
い
婦

くメヽの
は
帆
一恥
げ
動
刺
移
ぽ

年

１^
／

路
。
（帰
り
は
こ
こ
か
ら
須
崎
に
戻
る
）。

爪
木
崎
周
辺
は
自
然
公
園
と
な
っ
て
い

て
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
見
ど

こ
ろ
は
自
亜
の
無
人
灯
台
、
玄
武
岩
の
美

し
い
俵
磯
、
亜
熱
帯
植
物
園
、

１２
月
か
ら

２
月
の
野
水
仙
の
群
落
、
夏
の
天
草
干
し
、

ハ
マ
ユ
ウ
の
群
落
、
秋
は
イ
ソ
ギ
ク
、
ツ

ワ
プ
キ
の
群
生
、
そ
し
て
昭
和
天
皇

・
皇

后
両
陛
下
の
御
歌
の
碑
な
ど
な
ど
。
周
辺

の
詳
し
い
案
内
は
、②
爪
木
崎
自
然
公
園

・

グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
を
参
照
下
さ
い
。

帰
り
は
田
ノ
尻
ま
で
戻
り
、
沢
に
沿
っ

て
笹
原
の
山
道
へ
と
入
る
。
桜
や
椿
も
多

く
見
ら
れ
峠
ら
し
き
所
を
越
え
る
と
、
あ

と
は
畑
の
中
の
下
り
。
広
い
庭
の
あ
る
幼

稚
園
の
脇
を
通
る
と
Ｔ
字
路
．
正
面
に
小

さ
な
鳥
居
。
左
へ
曲
り
部
落
の
中
の
坂
道

を
下
る
。
途
中
、
伊
豆
横
道
３３
視
音
の
２．

番
礼
所
観
音
寺
に
詣
で
て
い
こ
う
。
須
崎

バ
ス
停
ま
で
は
も
う
近
い
。
時
間
の
あ
る

人
は
、
こ
の
ま
ま
右
側
の
海
岸
づ
た
い
に

エ
リ
カ
の
咲
く
恵
比
寿
島
自
然
公
園
ま
で

行
っ
て
み
よ
う
。

崎]懲

が
ら

遊裸
崎
ヘ

道 :

10日 ～ 7月 10日 のFo5

あ じさいコース 所要時間 2時間50分
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